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技術の特徴
・Codexの精米中Cd基準値 0.4（mg/kg･fw）付近の精米マトリックス中のCdを定量分析
・IUPAC/ISO/AOACIのハーモナイズドプロトコル（2006）に従ってデータ解析

研究の内容

今後の展開
・2007年度 第２回プロフィシエンシィテスティング実施（参加募集終了）

・2008年度 第３回プロフィシエンシィテスティング実施予定
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精米粉末中の乾物重当たりのカドミウムのzスコアの分布

注1) 乾物重当たりの測定値

注2）ナトリウム、鉄の表中の
値は参考値

プロフィシエンシィテスティング
結果の概要
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x ：試験所の分析値

X̂ ：付与された値

ps ：Horwitzの式に
付与された値を
代入して求めた
室間再現標準偏差
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